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緒　　言

Matrix-producing carcinoma（MPC）は本邦の乳癌取り
扱い規約第₁₆版より，特殊型の一つに新たに分類された
組織型である．軟骨基質ないしは骨基質の産生を特徴と
し，癌腫成分と基質成分の間に紡錘細胞成分や破骨細胞
成分が介在しないものと定義されている₁）．発生頻度は
全乳癌の₀．₀₅%と稀である．今回我々はMPCの ₁例を経
験したので文献的考察を加え報告する．

症　　例

患者：₆₀歳，女性．
主訴：右乳房腫瘤．
既往歴：特記事項なし．

家族歴：母が卵巣癌，娘と母方の叔母が乳癌 
現病歴：₂₀₁₀年₁₀月，右乳房腫瘤を自覚し他院を受診
した．針生検にて浸潤性乳癌と診断されたため，同月に
加療目的で当院受診した．
初診時現症：右乳房D領域に径₁．₀×₀．₈cmの可動性良

好な腫瘤を触知した．皮膚所見や乳頭分泌は認めず，腋
窩リンパ節も触知しなかった．
マンモグラフィ所見：両側ともカテゴリー ₁であった

（図 ₁）．
超音波所見：右乳房D領域に，境界は明瞭粗造な径

₁．₂cmの類円形低エコー腫瘤を認めた．内部低エコーで
不均一であり，後方エコーの増強を伴っていた．乳管内
進展を疑う所見はなかった．腋窩リンパ節の腫大は認め
なかった（図 ₂）．
造影MRI所見：右乳房D領域に径₁．₁cmの早期濃染パ
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症例報告

乳腺matrix-producing carcinomaの ₁例
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要　旨：乳腺基質産生癌Matrix-producing carcinomaの ₁例を経験したので報告する．症例は₆₀歳，女
性．右乳房腫瘤を自覚し他院を受診．針生検で浸潤性乳癌と診断され当院紹介受診となった．右乳房
D領域に ₁ cm大の腫瘤を触知し，マンモグラフィではカテゴリー ₁，超音波検査では境界明瞭粗造，
内部不均一な低エコー腫瘤として描出された．造影MRIでは辺縁のリング状造影効果を呈する腫瘤
を認めた．CTでリンパ節転移，遠隔転移は認めなかった．当院で針生検検体を見直した結果，広範
な壊死・変性と，その辺縁部に粘液貯留と腫瘍細胞を認め，胞巣の形態からは硬癌，間質の形態から
は基質産生癌を考える所見であった．乳房部分切除，センチネルリンパ節生検を施行し，術後病理診
断で基質産生癌，ER ₀ %，PgR ₀ %，HER ₂ （ ₀ ）と確定診断された．術後は温存乳房に対する放射
線療法を施行したが，補助薬物療法は施行しなかった．術後 ₄年無再発生存中である．
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